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部
　
明
治
二
十
年
八
月
八
日
の
第
五
高
等
中
学
校
設
立
に
関
す
る
相
談
会
は
十
日
ま
で
、
三
日
間
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
相
談
会
の
決
定
は
既
に
地
方
税
法
の
改
革
に
も
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
朋
治
中
期
の
経
済
再
建
の
運
動
の
一
端
で
は
あ
っ
た
が
、
愈
々
施
行
さ
れ
て
、
勅
令
に
よ
っ
て
、
府
県
立
医
学
校
の
費
用
が
明
治
二
十
一
年
度
以
後
、
地
方
税
を
以
て
支
弁
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
九
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
府
県
立
医
学
校
は
多
く
廃
止
さ
れ
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
二
十
年
九
月
九
日
、
勅
令
第
四
十
六
号
を
以
て
、
高
等
中
学
校
設
置
区
域
内
府
県
委
員
会
規
則
第
六
条
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の
第
一
条
に
は
「
委
員
会
ハ
九
月
若
ク
ハ
十
月
二
於
テ
高
等
中
学
校
所
在
ノ
府
県
庁
下
二
之
ヲ
開
ク
。
其
開
閉
ハ
該
学
校
設
置
区
域
内
各
府
県
知
事
協
議
ノ
上
、
開
会
地
ノ
府
県
知
事
ヨ
リ
之
ヲ
命
ズ
。
会
期
ハ
七
日
以
内
ト
ス
。
但
各
府
県
知
事
協
議
ノ
上
、
内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
得
テ
開
会
ノ
場
所
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
定
め
ら
れ
、
第
二
条
に
「
委
員
ハ
通
常
府
県
会
議
ノ
初
メ
委
員
会
二
於
テ
議
定
シ
タ
ル
事
件
ノ
要
領
ヲ
報
告
ス
ベ
シ
」
と
定
め
ら
れ
た
。
委
員
の
任
期
は
一
会
期
限
り
再
選
す
る
こ
と
が
出
来
、
委
員
会
の
書
記
は
開
会
地
の
府
県
知
事
が
そ
の
庁
の
属
官
若
し
く
は
雇
員
中
よ
り
選
出
し
、
同
会
の
諸
費
は
、
こ
れ
を
各
府
県
に
平
分
し
、
そ
の
府
県
会
議
諸
費
よ
り
支
弁
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
第
五
高
等
中
学
校
設
立
は
漸
く
軌
道
に
乗
り
、
そ
の
医
学
部
附
設
も
着
々
と
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
後
条
参
照
。
）
　
九
月
三
十
日
、
勅
令
第
四
十
八
号
を
以
て
明
治
二
十
一
年
三
月
限
り
、
地
方
税
よ
り
、
甲
乙
種
医
学
校
費
を
支
弁
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
府
県
立
医
学
校
の
中
に
は
廃
校
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
然
し
長
崎
県
医
学
校
は
、
遂
に
そ
の
ま
ま
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
に
引
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
第
五
高
一530一
等
中
学
校
医
学
部
は
そ
の
設
立
相
談
会
の
決
定
と
、
長
崎
県
及
び
学
校
当
局
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
敷
地
そ
の
他
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
第
五
高
等
中
学
校
設
置
区
域
内
各
県
委
員
会
の
決
議
は
そ
の
推
進
に
当
っ
て
、
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
　
処
で
、
明
治
二
十
年
九
月
二
十
九
日
、
長
崎
県
知
事
日
下
義
雄
に
宛
て
て
文
部
省
よ
り
通
牒
が
発
せ
ら
れ
、
長
崎
県
に
は
十
月
四
日
に
届
い
た
。
こ
れ
は
学
収
第
一
八
二
七
号
「
外
国
人
雇
教
師
履
歴
書
ノ
件
」
で
あ
る
が
、
そ
の
全
文
を
次
に
示
そ
う
。
　
総
一
九
二
七
号
　
自
今
外
国
人
ヲ
学
校
教
師
ト
シ
テ
雇
入
之
儀
当
省
へ
具
申
相
成
候
節
ハ
　
取
調
之
都
合
有
之
二
付
本
人
学
業
及
職
業
履
歴
書
ヲ
添
へ
御
差
出
相
成
　
度
此
段
申
進
候
也
　
　
　
明
治
廿
年
九
月
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
総
務
局
長
　
　
辻
　
　
　
新
　
次
　
　
長
崎
県
知
事
　
日
下
義
雄
殿
　
こ
れ
は
「
明
治
二
十
年
魏
枕
朋
学
務
課
決
議
簿
学
制
之
部
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
長
崎
県
で
雇
入
れ
て
い
た
外
国
人
雇
教
師
で
医
学
校
関
係
と
し
て
は
、
フ
ォ
ッ
ク
の
後
任
、
ブ
ッ
ケ
マ
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
人
の
履
歴
書
は
先
に
示
し
た
の
で
　
　
　
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
そ
し
て
十
月
、
始
め
て
第
五
高
等
中
学
校
の
入
学
試
験
を
行
な
い
、
同
月
、
本
校
生
徒
の
人
員
を
本
科
予
科
六
百
九
十
人
、
医
科
四
百
人
と
定
め
ら
れ
、
十
一
月
に
は
第
五
高
等
中
学
校
本
科
生
徒
の
入
学
式
を
挙
行
し
、
引
続
き
授
業
を
開
い
た
が
、
こ
の
本
科
の
入
学
生
は
云
う
ま
で
も
な
く
大
学
を
志
望
す
る
学
生
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
中
に
は
高
等
中
学
校
医
学
部
に
転
じ
て
勉
学
に
励
む
も
の
も
あ
っ
た
。
本
科
の
入
学
試
験
及
び
入
学
式
は
こ
の
よ
う
に
設
立
当
初
か
ら
迅
速
な
歩
み
を
み
せ
た
が
、
医
学
部
の
設
立
は
な
お
幾
多
の
困
難
な
障
碍
を
踏
み
超
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
さ
て
、
明
治
二
十
年
十
一
月
十
九
日
開
会
、
十
二
月
十
八
日
閉
会
の
通
常
長
崎
県
会
で
は
、
県
知
事
日
下
義
雄
は
開
会
の
挨
拶
に
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
置
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
　
開
会
式
は
十
一
月
十
九
日
午
前
十
時
、
属
僚
を
卒
い
た
日
下
知
事
は
、
臨
時
開
会
の
式
に
際
し
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
た
。
　
本
日
を
以
て
第
十
回
通
常
県
会
を
開
く
。
開
会
に
先
ち
、
議
員
諸
君
に
　
向
て
一
言
大
体
の
趣
旨
を
述
べ
ん
。
嚢
に
臨
時
県
会
を
開
設
し
て
諸
君
　
を
煩
は
せ
し
が
、
引
続
き
通
常
会
を
開
設
す
る
は
別
と
し
て
、
御
苦
労
　
な
ら
ん
。
倦
て
諸
君
は
既
に
議
案
に
就
て
御
承
知
な
ら
ん
が
、
本
年
は
一531一
第
三
節
　
地
方
税
法
の
改
革
と
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
大
体
よ
り
云
へ
ば
、
前
年
よ
り
支
出
の
額
を
増
加
せ
り
。
依
っ
て
一
寸
一
読
す
れ
ば
、
金
額
多
く
、
或
は
民
力
に
耐
へ
ざ
ら
ん
か
の
嫌
な
し
と
せ
ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
世
の
開
明
と
共
に
事
業
を
拡
張
増
進
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
是
れ
実
に
数
の
免
れ
ざ
る
所
に
し
て
、
是
れ
単
り
我
国
に
限
れ
る
に
あ
ら
ず
。
欧
米
各
国
皆
軌
を
一
に
す
る
所
た
り
。
本
県
は
他
に
比
し
て
、
財
産
家
多
か
ら
ず
、
人
民
富
む
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
節
減
せ
ら
る
、
丈
は
節
減
す
べ
き
積
に
て
、
議
案
編
成
の
際
に
は
小
官
も
親
し
く
主
任
者
に
接
談
し
て
甚
し
く
軽
減
を
加
へ
し
め
た
り
。
諸
君
幸
に
県
民
の
為
め
努
力
、
以
て
審
議
討
論
を
尽
せ
ば
、
尚
ほ
其
福
祉
を
増
進
す
る
の
好
結
果
を
見
る
に
至
る
べ
し
。
尚
ほ
議
案
の
各
条
項
に
就
て
は
、
二
説
明
を
要
し
置
き
た
れ
ば
、
別
段
藪
に
其
詳
細
を
述
べ
ず
。
唯
前
既
に
陳
述
せ
る
が
如
く
、
可
及
的
の
節
減
を
加
ふ
る
の
精
神
な
る
も
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
置
費
の
如
き
は
、
一
時
本
県
よ
り
支
出
、
設
立
し
置
け
ば
、
将
来
医
学
の
進
歩
す
る
、
言
を
侯
た
ず
。
其
他
、
医
学
上
、
直
接
の
利
益
を
与
ふ
る
が
如
き
、
他
県
人
の
輻
湊
す
る
が
如
き
、
皆
以
て
県
民
の
幸
福
と
な
る
べ
し
。
若
し
、
不
幸
、
議
会
の
否
決
に
遭
は
ん
か
、
文
部
大
臣
は
之
を
他
県
に
移
し
、
前
途
希
望
す
る
所
の
幸
福
を
滅
殺
せ
ら
る
、
に
至
る
べ
し
。
希
く
は
諸
君
単
に
費
額
の
上
る
こ
と
の
み
に
著
目
せ
ず
、
県
民
の
為
め
に
幸
福
を
増
進
す
る
こ
と
に
努
め
よ
。
費
額
の
如
き
は
、
前
前
年
度
の
繰
越
金
を
以
て
其
幾
部
分
を
補
ふ
の
便
も
あ
れ
ば
、
徴
収
額
に
至
て
は
左
程
民
力
に
耐
へ
ざ
る
の
困
難
を
見
る
に
至
ら
ざ
る
べ
し
。
呉
々
に
も
諸
君
十
分
の
審
議
を
尽
し
、
飽
ま
で
県
下
人
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
に
鋭
意
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
　
止
ま
ざ
る
所
な
り
。
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
の
件
は
、
本
会
に
お
け
る
最
大
最
重
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
会
で
取
扱
わ
れ
た
議
題
の
中
か
ら
衛
生
及
病
院
費
、
継
続
費
の
審
議
に
見
ら
れ
る
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
関
係
の
こ
と
を
示
そ
う
。
　
衛
生
及
病
院
費
の
審
議
に
当
っ
て
、
長
崎
病
院
費
は
五
千
四
百
三
円
八
十
四
銭
三
厘
を
減
額
し
、
伝
染
病
予
防
費
よ
り
二
百
八
十
八
円
を
減
額
し
て
、
予
算
二
万
千
八
百
七
十
一
円
三
十
七
銭
三
厘
か
ら
総
額
五
千
六
百
九
十
一
円
八
十
四
銭
三
厘
を
減
じ
た
予
算
が
通
過
し
た
。
予
算
を
減
じ
た
理
由
は
　
二
十
一
年
度
ヨ
リ
医
学
校
を
廃
セ
ラ
レ
タ
レ
ハ
生
徒
実
習
ノ
為
ニ
ス
ル
　
意
味
二
於
テ
ハ
長
崎
病
院
ノ
必
要
ナ
キ
ニ
至
レ
ル
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ス
各
郡
二
　
病
院
ノ
設
置
ア
リ
長
崎
区
内
ニ
モ
数
箇
所
ノ
私
立
病
院
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ
　
レ
ハ
長
崎
病
院
ハ
之
ヲ
全
廃
ス
ル
モ
差
支
ナ
キ
様
ナ
レ
ト
モ
斯
ク
テ
ハ
　
多
少
ノ
不
便
ア
ン
ラ
コ
ト
ヲ
慮
リ
兎
二
角
之
ヲ
据
ヱ
置
ク
コ
ト
・
セ
リ
　
然
カ
モ
第
五
高
等
中
学
校
ノ
医
学
部
ヲ
新
設
セ
ラ
ル
・
筈
ナ
レ
ハ
其
場
　
合
二
於
テ
ハ
院
長
及
ヒ
各
主
要
ノ
医
員
ハ
医
学
部
専
門
ノ
教
員
ヨ
リ
之
　
ヲ
兼
務
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
医
員
四
名
ヲ
減
ス
ル
モ
差
支
ナ
シ
其
　
他
外
国
人
諸
費
モ
之
ヲ
置
ク
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ス
云
々
と
云
う
の
で
あ
っ
た
。
又
、
教
育
費
の
審
議
に
当
っ
て
は
長
崎
獣
一532一
医
学
校
は
明
治
二
十
一
年
度
限
り
で
廃
止
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
継
続
費
の
審
議
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
た
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
費
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
　
金
五
万
円
　
　
　
　
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
費
　
　
　
内
　
　
金
四
万
三
千
円
　
　
　
　
地
方
税
　
　
金
七
千
円
　
　
　
　
　
寄
附
金
　
　
　
　
　
内
訳
　
　
　
金
二
万
千
五
百
円
　
　
二
十
一
年
度
支
出
額
　
　
　
金
二
万
千
五
百
円
　
　
二
十
二
年
度
支
出
額
　
こ
の
設
立
費
に
つ
い
て
学
務
課
長
小
山
健
三
は
「
一
体
医
学
部
ハ
規
則
上
ヨ
リ
云
ヘ
ハ
高
等
中
学
校
所
在
地
二
設
立
ス
ル
ヲ
順
序
ト
ス
レ
ト
モ
医
学
部
ニ
ハ
病
院
ノ
必
要
ア
リ
病
院
ハ
九
州
二
於
テ
長
崎
二
若
ク
所
ナ
キ
カ
故
二
丈
部
省
二
於
テ
モ
此
地
ヲ
適
所
ト
認
メ
タ
ル
ノ
情
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
当
地
二
設
立
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
申
請
シ
タ
ル
ニ
他
県
中
ニ
ハ
建
築
費
ヲ
負
担
ス
ル
ノ
条
件
ニ
テ
同
様
ノ
申
請
ヲ
ナ
シ
タ
ル
者
ア
リ
シ
趣
ニ
テ
文
部
省
ニ
テ
ハ
本
県
二
対
シ
建
築
費
負
担
ノ
能
否
ヲ
諮
問
セ
ラ
レ
タ
リ
而
シ
テ
今
日
医
学
部
ヲ
当
地
二
設
立
ス
ル
コ
ト
ハ
本
県
ノ
面
目
タ
リ
同
時
二
本
県
ノ
利
益
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第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
タ
ル
コ
ト
ヲ
認
メ
タ
ル
カ
故
二
本
予
算
ヲ
編
製
ス
ル
ニ
至
レ
リ
敷
地
及
ヒ
校
舎
ノ
規
模
共
二
未
定
二
属
ス
レ
ト
モ
敷
地
ハ
略
々
浦
上
村
二
軒
茶
屋
附
属
ト
内
定
ツ
適
地
二
万
坪
ヲ
購
入
ス
ル
ノ
計
画
ヲ
立
テ
タ
リ
」
と
説
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
質
議
応
答
あ
り
、
常
置
委
員
会
で
は
原
案
は
已
む
を
得
ぬ
も
の
と
認
定
し
、
読
会
を
略
し
て
審
議
し
、
異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
し
た
。
　
次
い
で
行
な
わ
れ
た
第
五
高
等
中
学
校
設
置
区
域
内
各
県
設
立
委
員
会
の
決
議
要
領
報
告
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
各
県
分
担
額
ハ
金
二
万
五
千
円
ノ
百
分
ノ
七
十
五
ヲ
折
半
シ
其
一
半
ハ
　
国
税
及
地
方
税
高
二
準
シ
一
半
ハ
人
ロ
ニ
準
シ
テ
之
ヲ
賦
課
シ
百
分
ノ
　
十
五
ハ
之
ヲ
本
校
所
在
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